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論 文 審 査 結 果 の 要 冒
慢性低酸素血症をもつ幼児の心筋とそれを酸素化した場合の心筋血流不均一性を検証
した｡生直後のラットを正常酸素濃度と､低酸素濃度FiO212-14%で4もしくは8週間飼
育後､コントロール群は正常酸素 (コントロール群)､チアノーゼ群は低酸素濃度 (チア
ノーゼ群)または正常酸素濃度 (酸素化群)で人工換気を行った｡ トリチウムで標識さ
れたデスメチルイミプラミン (HDMI)を左室腔内に注入し､各心室のHDMI濃度の分布を
デジタルラジオグラフィーで測定した○空間的不均一性､つまり､血流不均一性は､局
所血流の変動係数 (cv)を用いて評価をした｡チアノーゼ群 8週齢での左室のCVは
コントロール群に比べると高い傾向があった (o･637±0･099vs.0.510±0.060,p-0.06)
が､他は有意差が無かった｡8適齢での両心室における酸素化群のCVではコントロール
群やチアノーゼ群より低かった｡子ラットのチアノーゼ心筋における局所心筋血流不均
一性は､両心室とも正常心筋と同様であり､酸素化したときには減少したことを示した
価値ある業績である｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
